
政
治
漫
画
に
見
る
内
閣

－
選
挙
報
道
に
お
け
る
森
喜
朗
内
閣
と
小
泉
純
一
郎
内
閣
1

茨
　
木
　
正
　
治

1
　
問
題
の
所
在

H
　
研
究
動
向

　
ω
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
研
究

　
②
政
治
漫
画
研
究

田
　
内
容
分
析

　
ω
分
析
方
法

　
②
分
析
結
果
と
考
察

　
　
1
選
挙
の
経
緯

　
　
2
森
内
閣
と
総
選
挙

　
　
3
小
泉
内
閣
と
参
院
選
挙

　
　
4
森
内
閣
と
小
泉
内
閣

W
　
結
論
と
課
題
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1
　
問
題
の
所
在

　
い

わ
ゆ
る
「
　
内
閣
（
政
権
ご
を
評
価
す
る
と
き
、
メ
デ
ィ
ア
を
介
在
し
な
い
で
評
価
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
「
内
閣
（
政
権
ご

が
政

策
を
実
施
す
る
と
き
で
も
、
そ
の
よ
う
な
「
現
実
」
が
構
成
さ
れ
、
政
策
決
定
者
の
み
な
ら
ず
、
一
般
市
民
に
お
い
て
も
メ
デ
ィ

ア

と
い
う
「
象
徴
的
現
実
」
を
構
成
す
る
要
素
が
関
わ
っ
て
は
じ
め
て
「
政
策
」
は
「
主
観
的
」
現
実
と
し
て
登
場
す
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
個
別
の
「
政
策
」
だ
け
で
な
く
、
「
内
閣
（
政
権
ご
全
体
の
評
価
に
も
あ
て
は
ま
る
。
個
別
の
「
政
策
」
評
価
の
集

合
に
、
あ
る
種
の
「
イ
メ
ー
ジ
」
が
付
加
さ
れ
て
「
内
閣
（
政
権
）
」
全
体
の
評
価
が
形
成
さ
れ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
「
イ
メ
ー
ジ
」
の

形
成
の

過

程
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
内
閣
（
政
権
）
」
全
体
の
評
価
を
と
ら
え
る
足
が
か
り
を
求
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
に
具
体
的
に
は
、
「
選
挙
」
と
い
う
特
定
事
象
を
扱
う
。
「
選
挙
」
は
、
意
見
や
価
値
の
表
出
、
政
党
や
候
補
者
へ
の
支
持
に

む
け
て
の
意
見
統
合
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
補
充
、
な
ど
の
諸
機
能
の
ほ
か
に
権
力
の
正
当
化
機
能
が
あ
る
。
代
表
的
民
主
主
義
に
お

い

て
、
主
権
者
の
意
見
の
集
約
と
権
力
の
委
託
に
よ
っ
て
権
力
の
正
当
化
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
正
当
化
は
シ
ン
ボ
ル
に
よ
っ
て
行
わ
れ

る
か
ら
、
「
内
閣
（
政
権
）
」
が
い
か
に
自
ら
の
「
イ
メ
ー
ジ
」
を
形
成
し
有
権
者
の
支
持
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
は
、
「
内
閣
（
政
権
ご

評
価
の
一
つ
の
要
素
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
本
稿
で
は
、
「
政
治
漫
画
」
を
分
析
対
象
と
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
「
政
治
漫
画
」
は
、
文
字
と
画
像
と
の
複
合
さ

れ

た
メ
デ
ィ
ア
で
あ
り
、
掲
載
さ
れ
る
新
聞
と
の
関
係
が
比
較
的
独
立
し
て
お
り
、
人
物
に
重
点
が
置
か
れ
る
点
が
、
「
内
閣
（
政
権
）
」

イ
メ
ー
ジ
に
お
け
る
首
相
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
と
深
く
関
わ
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
事
例
と
し
て
、
第
一
次
森
喜
朗
内
閣
（
二
〇
〇
〇
年
四
月
五
日
～
七
月
四
日
∀
と
小
泉
純
一
郎
内
閣
（
二
〇
〇
一
年
四

月
二
六
日
～
）
を
取
り
上
げ
る
。
同
一
派
閥
に
属
し
て
い
る
森
と
小
泉
の
両
氏
が
、
支
持
率
で
は
対
照
的
な
立
場
を
つ
く
り
あ
げ
て
い

る
、
こ
れ
は
、
個
別
政
策
の
問
題
と
い
う
よ
り
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
含
む
「
内
閣
（
政
権
）
」
イ
メ
ー
ジ
の
差
異
に
よ
る
も
の
で
は
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な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
い
っ
た
い
ど
こ
が
ど
の
よ
う
に
異
な
っ
て
い
る
の
か
。
「
選
挙
」
に
お
け
る
正
当
化
形
成
過
程
に
違
い

が

あ
る
の
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
こ
の
と
き
、
「
中
央
」
と
「
地
元
」
で
は
イ
メ
ー
ジ
に
温
度
差
が
あ
る
こ
と
が

予
想

さ
れ
る
。
そ
の
違
い
は
何
か
を
検
証
す
る
。

1
1
　
研
究
動
向

　

D
　
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
研
究

　
社
会

的
出
来
事
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
行
動
の
基
準
と
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
見
解
が
様
々
な
分
野
で
述
べ
ら
れ
て
き
た
。

認
識
枠

を
「
フ
レ
ー
ム
」
と
い
う
言
葉
で
述
べ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
そ
の
出
自
か
ら
し
て
社
会
学
や
社
会
心
理
学
の
領
域
に
お
い
て

異

な
っ
て
い
る
。
「
日
常
生
活
の
経
験
を
体
系
的
・
組
織
的
に
整
理
す
る
枠
組
み
」
（
O
o
ス
∋
①
豆
一
⑩
べ
杏
）
、
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
集
合
で
あ

り
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
画
す
る
外
枠
」
（
口
①
｛
①
c
n
O
⊃
一
一
⑩
べ
N
＼
N
O
O
O
）
と
い
う
規
定
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
行
為
に
お
け
る
フ
レ
ー

ム

の

重
要
性
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
個
人
の
情
報
処
理
の
諸
概
念
（
ス
キ
ー
マ
、
ス
ク
リ
プ
ト
）
か
ら
よ
り
一
般
的
な
認
知
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
探
ろ
う
と
す
る
の
が
社
会
心
理
学
の
フ
レ
ー
ム
認
識
で
あ
る
と
す
れ
ば
（
烏
谷
N
O
O
ご
竹
下
二
q
⊃
q
⊃
○
。
）
、
個
別
具
体
的
な

事

例
研
究
を
も
と
に
、
情
報
の
送
り
手
に
お
け
る
社
会
的
現
実
の
意
味
付
け
と
そ
れ
を
生
み
出
す
社
会
的
諸
要
因
を
考
察
し
よ
う
と
し

た
の
が
、
社
会
学
の
フ
レ
ー
ム
概
念
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
タ
ッ
ク
マ
ン
は
、
ニ
ュ
ー
ス
の
社
会
的
構
成
過
程
の
な
か
で
、

［［［

々
の
出
来
事
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
た
め
の
要
素
と
し
て
フ
レ
ー
ム
、
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
を
と
ら
え
（
↓
⊂
6
ゴ
∋
①
戸
一
〇
ぺ
c
。
こ
⑩
⑩
一
）
、
「
ニ

ュ

ー
ス
フ
レ
ー
ム
」
の
概
念
を
構
築
し
た
。
ギ
ト
リ
ン
は
、
「
ニ
ュ
ー
ス
フ
レ
ー
ム
」
が
特
定
の
シ
ン
ボ
ル
装
置
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る

こ
と
を
指
摘
し
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
情
報
処
理
と
加
工
の
結
果
受
け
手
（
読
者
・
視
聴
者
）
に
伝
達
さ
れ
る
と
き
の
「
ニ
ュ
ー
ス
言

説

の
組
織

化
に
伴
う
認
知
、
解
釈
、
表
現
、
選
択
、
強
調
、
排
除
の
パ
タ
ー
ン
」
を
「
メ
デ
ィ
ア
フ
レ
ー
ム
」
と
呼
ん
だ
。
こ
の
よ
う

に
、
ニ
ュ
ー
ス
生
産
の
過
程
の
「
送
り
手
の
」
社
会
的
意
味
付
け
の
根
拠
二
狭
義
の
｝
メ
デ
ィ
ア
フ
レ
ー
ム
）
を
フ
レ
ー
ム
概
念
の
中
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心
に

し
て
い
る
の
が
社
会
学
の
フ
レ
ー
ム
研
究
の
特
徴
で
あ
る
。

　
②

政
治
漫
画

研
究

　

事
実
の
意
味
付
け
に
よ
る
現
実
構
成
力
を
持
ち
う
る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
新
聞
に
は
活
字
メ
デ
ィ
ア
、
画
像
・
写
真
メ
デ
ィ
ア
と
な

ら
ん
で
、
政
治
漫
画
が
あ
る
。
コ
ト
ル
（
○
○
｛
ご
①
）
は
、
写
真
に
お
け
る
研
究
を
4
つ
の
分
類
に
整
理
し
た
（
∩
○
「
＝
タ
一
⑩
Φ
c
。
）
が
、
政

治
漫
画
を
画
像
情
報
と
み
な
せ
ば
こ
の
分
類
が
適
用
で
き
る
。
そ
の
結
果
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

画
像
の
認
識
の
中
立
性
に
疑
義
を
唱
え
た
、
「
現
実
の
歪
曲
」
に
つ
い
て
は
、
政
治
漫
画
の
特
徴
で
あ
る
「
デ
フ
ォ
ル
メ
」
、
戯
画

（
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
ー
）
、
絵
画
技
法
に
言
及
し
た
研
究
（
＝
①
「
ユ
゜
・
o
コ
，
一
q
⊃
○
〇
二
が
あ
た
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
政
治
漫
画
を

軸
に
、
表
現
の
複
雑
さ
を
「
デ
フ
ォ
ル
メ
」
「
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
ー
」
が
瞬
時
理
解
を
助
け
て
い
る
と
ハ
リ
ソ
ン
は
述
べ
て
い
る
。
特
定
の

事
例
を
分
析
対
象
と
し
て
、
シ
ン
ボ
ル
の
形
を
と
っ
た
内
容
が
画
像
を
規
定
す
る
、
「
シ
ン
ボ
ル
」
な
い
し
「
記
号
論
」
研
究
で
は
、
前

者
は
い
わ
ゆ
る
「
分
析
道
具
と
し
て
の
政
治
漫
画
研
究
」
（
茨
木
、
一
⑩
⑩
べ
）
が
該
当
し
、
歴
史
的
事
実
や
ト
ピ
ッ
ク
、
政
治
社
会
の
出

来
事

を
取
り
上
げ
た
政
治
漫
画
の
分
析
が
あ
げ
ら
れ
、
加
え
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
間
の
心
理
（
攻
撃
・
ユ
ー
モ
ア
な
ど
）
や
、
社
会

構

造
、
歴
史
意
識
な
ど
の
解
明
に
向
け
た
研
究
が
あ
る
。
後
者
と
組
み
合
わ
せ
た
研
究
と
し
て
、
政
治
漫
画
の
「
文
法
」
の
必
要
性
を

説

い
た
研
究
（
エ
゜
「
G
り
旦
芸
二
⑩
m
合
乙
力
≒
①
一
〇
丁
①
コ
一
〇
〇
㎝
）
と
、
そ
れ
に
呼
応
し
て
具
体
的
な
枠
組
み
を
示
し
た
「
政
治
漫
画
の
レ
ト
リ
ッ

ク
研
究
」
（
ζ
Φ
0
7
ξ
゜
。
↓
臼
O
Φ
゜
・
○
⊂
ψ
・
P
一
⑩
o
。
＝
が
あ
る
。
受
け
手
の
認
識
に
影
響
を
与
え
、
画
像
が
報
道
の
正
確
さ
の
権
威
づ
け
や
正
当

性

の

根
拠
と
な
る
こ
と
を
示
す
、
「
認
識
論
的
研
究
」
で
は
、
政
治
漫
画
を
漫
画
家
と
編
集
者
と
の
「
合
作
」
と
み
な
し
て
、
彼
ら
の
相

互

作
用
か
ら
漫
画
家
の
自
律
性
を
推
論
す
る
研
究
（
担
零
O
一
⑩
c
o
9
一
⑩
c
O
ご
が
興
味
深
い
。
漫
画
家
が
「
第
ゼ
ロ
次
の
読
者
」
で
あ
る

編

集
者
と
の
せ
め
ぎ
会
い
を
通
じ
て
、
い
か
に
自
ら
の
価
値
判
断
や
意
思
を
作
品
に
反
映
さ
せ
る
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
か
ら

で

あ
る
。
こ
う
し
た
「
送
り
手
の
認
識
過
程
」
を
見
る
研
究
は
政
治
漫
画
で
は
あ
ま
り
み
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
だ
け
に
ラ
イ
フ
の
研
究
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は
意
義
が
あ
る
。

皿
　
内
容
分
析

　
ω

分
析
方
法

　
二
〇

〇
〇
年
六

月
一
日
か
ら
六
月
三
〇
日
ま
で
、
お
よ
び
二
〇
〇
一
年
七
月
一
日
か
ら
七
月
三
一
日
ま
で
に
「
朝
日
新
聞
」
（
以
下

「
朝

日
」
と
略
記
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
政
治
漫
画
」
五
一
枚
（
二
〇
〇
〇
年
二
五
枚
、
二
〇
〇
一
年
二
六
枚
）
に
つ
い
て
、
学
部
学
生
三

人
に

「
選
挙
」
二
総
選
挙
」
と
「
参
院
選
挙
ご
を
テ
ー
マ
と
す
る
「
政
治
漫
画
」
を
選
ば
せ
た
。
彼
ら
が
共
通
に
選
ん
だ
「
政
治
漫
画
」

二
〇
枚

（二
〇
〇
〇
年
七

枚
、
二
〇
〇
一
年
一
三
枚
）
を
対
象
に
、
以
下
の
点
に
留
意
し
て
分
析
を
行
っ
た
。

③②①④

こ
の
選
ん
だ
「
政
治
漫
画
」
の
「
下
位
テ
ー
マ
」
を
、
上
記
期
間
の
「
朝
日
」
の
記
事
・
論
説
か
ら
抽
出
し
た
。

そ
の
と
き
、
シ
ン
ボ
ル
化
し
て
い
る
も
の
（
さ
れ
て
い
る
も
の
）
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

①
で
抽
出
し
た
「
下
位
テ
ー
マ
」
に
つ
い
て
、
「
総
選
挙
」
で
は
「
北
國
新
聞
」
（
以
下
「
北
國
」
）
、
「
参
院
選
挙
」

川
新
聞
」
（
以
下
「
神
奈
川
」
）
を
用
い
て
、
対
応
す
る
記
事
・
論
説
を
分
析
し
「
朝
日
」
と
比
較
し
た
。

「
政
治
漫

画
」
の
表
記
は
（
0
0
／
0
1
、
月
、
日
）
と
し
、
対
応
記
事
は
く
0
0
／
0
1
、
月
、
日
、
掲
載
新
聞
名
、

し
た
。
な
お
、
「
北
國
」
に
は
共
同
通
信
配
信
の
「
政
治
漫
画
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、

［00

／

0
1
、
月
、
日
］
と
表
わ
し
た
。

②
　
分

析
結
果
と
考
察

　

1
　
　
「
選
挙
」
の
概
要

　

二
〇
〇
〇
年
六
月
二
日
、

で

は
「
神
奈

　
　
　
　

M
／

E
＞
と
表
記

そ
れ
を
使
用
す
る
と
き
に
は

衆
議
院
が
解
散
さ
れ
た
後
、
同
月
一
三
日
に
公
示
、
二
五
日
に
投
（
開
）
票
が
行
わ
れ
た
第
四
二
回
衆
議
　
3
3
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院
選
挙
（
「
総
選
挙
ご
は
、
自
民
党
、
公
明
党
、
保
守
党
の
与
党
三
党
が
、
選
挙
前
勢
力
三
三
一
議
席
（
自
民
二
七
一
、
公
明
四
二
、

保
守
一
八
）
を
大
幅
に
減
じ
た
も
の
の
、
衆
院
の
全
常
任
委
員
会
で
委
員
長
を
占
め
、
過
半
数
も
取
れ
る
「
絶
対
安
定
多
数
」
二
六
九

議
席
を
超
え
る
二
七
］
議
席
（
自
民
二
三
三
、
公
明
三
一
、
保
守
七
）
を
確
保
し
た
。
自
民
党
は
大
幅
に
議
席
を
減
ら
し
た
一
方
、
民

主
党

は
改
選
前
の
九
五
議
席
か
ら
一
二
七
議
席
と
躍
進
し
た
。
投
票
率
は
、
小
選
挙
区
に
お
い
て
六
二
・
四
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、

戦
後
最
低
で
あ
っ
た
前
回
一
九
九
⊥
ハ
年
一
〇
月
の
総
選
挙
の
五
九
・
⊥
ハ
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
回
っ
た
。
「
神
の
国
」
「
国
体
」
発
言
で
物

議
を
か
も
し
、
各
世
論
調
査
で
支
持
率
が
低
迷
し
て
い
た
森
喜
朗
首
相
は
続
投
し
、
翌
月
第
二
次
森
内
閣
が
成
立
し
た
。

　
二
〇

〇
一
年
四
月
二
六
日
に
森
氏
の
後
を
受
け
て
、
第
八
七
代
首
相
に
選
出
さ
れ
た
小
泉
純
一
郎
首
相
の
初
め
て
の
国
政
選
挙
と
な

る
、
第
十
九
回
参
議
院
選
挙
が
七
月
二
二
日
公
示
さ
れ
、
二
九
日
に
投
票
、
即
日
開
票
さ
れ
た
。
各
種
世
論
調
査
で
七
割
以
上
の
高
支

持
率
を
誇
る
「
小
泉
人
気
」
に
乗
っ
た
自
民
党
は
、
改
選
議
席
一
二
一
議
席
の
過
半
数
を
超
え
る
六
四
議
席
で
大
勝
し
た
。
与
党
三
党

は
、
七
八
議
席
（
自
民
六
四
、
公
明
一
三
、
保
守
一
）
に
達
し
、
非
改
選
も
合
わ
せ
た
全
議
席
（
二
四
七
議
席
）
の
過
半
数
を
超
え
る

一
三
八
議
席

（自
民
一
一
〇
、
公
明
二
三
、
保
守
五
）
を
確
保
し
た
。
社
民
党
・
共
産
党
は
そ
れ
ぞ
れ
議
席
を
減
ら
し
た
。
投
票
率
は

五

六
・
四
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
戦
後
三
番
目
の
低
さ
で
あ
っ
た
。
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2
　
森
内
閣
と
総
選
挙

　
二
〇
〇
〇
年
の

第
四
二
回
「
総
選
挙
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
「
政
治
漫
画
」
は
、
六
月
に
掲
載
さ
れ
た
「
政
治
漫
画
」
の
総
数
（
二
五

枚
）
の
半
数
以
上
の
一
三
枚
で
あ
っ
た
。
こ
の
月
は
、
政
治
家
、
皇
族
の
死
去
が
相
次
ぎ
（
⊥
ハ
日
、
梶
山
静
六
元
官
房
長
官
、
一
六
日
、

良
子
皇

太
后
、
一
九
日
、
竹
下
登
元
首
相
）
、
国
際
関
係
で
は
、
南
北
朝
鮮
首
脳
会
談
が
初
め
て
開
か
れ
た
（
三
二
～
一
四
日
）
以
外

は
、
主
に
内
閣
を
巡
る
動
き
が
「
政
治
漫
画
」
の
テ
ー
マ
を
形
成
し
た
。
失
言
が
相
次
ぐ
森
首
相
の
資
質
と
成
立
過
程
に
疑
い
を
な
し

と
し
な
い
、
広
義
の
「
正
統
性
」
へ
の
疑
義
を
も
ち
つ
つ
迎
え
た
「
初
め
て
の
正
当
性
確
保
の
機
会
」
が
、
こ
の
「
総
選
挙
」
で
あ
っ



た
。
こ
う
し
た
政
権
の
不
安
定
性
が
、
新
聞
に
登
場
し
た
「
政
治
漫
画
」
の
五
割
強
の
も
の
の
テ
ー
マ
と
な
り
う
る
原
因
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　
二
〇
〇
〇
年
六

月
に
お
い
て
、
「
総
選
挙
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
「
政
治
漫
画
」
は
（
表
1
）
の
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
、
表
に
は

「
政
治
漫

画
」
に
記
さ
れ
て
い
る
「
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
」
を
提
示
し
た
。

政治漫画に見る内閣　（茨木｝

　

こ
れ
ら
の
「
政
治
漫
画
」
に
付
随
す
る
サ
ブ
・
テ
ー
マ
は
、
「
衆
院
解
散
」
（
内
閣
不
信
任
案
否
決
）
ー
「
公
示
」
－
「
選
挙
運
動
」

1
「
投
票
依
頼
」
1
「
開
票
」
と
い
っ
た
、
「
衆
院
選
挙
」
の
手
続
き
に
関
す
る
テ
ー
マ
（
「
選
挙
」
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
示
す
テ
ー

マ
）
と
、
長
老
議
員
の
引
退
、
世
襲
議
員
な
ど
選
挙
一
般
に
関
わ
る
テ
ー
マ
、
な
ど
の
①
「
政
治
常
識
」
を
取
り
上
げ
た
も
の
、
②
森

首

相
の
「
人
柄
」
（
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
）
に
関
す
る
も
の
（
失
言
・
放
言
と
そ
の
影
響
）
、
③
「
時
事
的
」
な
テ
ー
マ
（
小
淵
恵
三
前
首

相
自
民
党
葬
な
ど
）
を
扱
っ
た
も
の
、
に
分
か
れ
る
。
そ
の
比
率
は
、

①
⊥
ハ
枚
、
②
六
枚
、
③
一
枚
と
、
「
政
治
常
識
」
と
首
相
の
「
人
柄
」

と
が
ほ
ぼ
半
数
を
占
め
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
森
首
相
個
人
の
性
質
に

大
き
な
関
心
が
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
①
の
テ
ー

マ

と
②
の
テ
ー
マ
と
が
重
複
し
て
い
る
も
の
が
一
枚
あ
る
こ
と
か
ら
み

る
と
、
②
の
「
人
柄
」
が
こ
の
時
期
の
政
治
漫
画
に
か
な
り
影
響
を
与

え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

森
首
相
が
登
場
す
る
「
政
治
漫
画
」
は
一
三
枚
中
一
〇
枚
と
、
首
相

が

「
政

治
」
を
象
徴
す
る
と
い
う
「
政
治
漫
画
」
の
原
則
を
ふ
ま
え
て

い

る
。
単
に
登
場
数
か
ら
で
は
、
森
首
相
の
個
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る

（表1）「衆議院選挙」をテーマとする「政治漫画」

00・6・1　もはや神の国のまま天の岩戸

　　　　　　　を開けるしかない？

　　6・2　出陣の火祭りだア！

　　6・4　サクラ　チルー桜内元衆院議

　　　　　　　長引退へ

　　6・7　失言同時修正機能マイク

　　6・9　八ッ、気のせいか
　　6・11　お題「唇・風」

　　6・13こりゃますます「ドロ沼jだ
　　　　　　　政策論争

　　6・15　「甘き生活」？いや「甘き選

　　　　　　　挙民」だな、ジイ

　　6・22　無党派に無神経な一言

　　6・23　あと二日……
　　6・24　最後の最後のお願い・…・・

　　6・25　無党派層の皆さまへ・…・・

　　6・27　65議席kgも減ろうとは
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と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
一
〇
枚
が
、
上
述
し
た
分
類
の
①
か
ら
③
の
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
を

み

る
な
ら
ば
、
こ
こ
に
お
い
て
も
「
失
言
」
「
世
論
調
査
に
よ
る
支
持
率
の
低
さ
」
な
ど
が
「
政
権
の
命
運
を
握
る
」
と
ま
で
い
わ
れ

た
こ
と
を
端
的
に
表
わ
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
ま
た
、
森
首
相
の
「
人
柄
」
の
影
響
力
は
、
い
わ
ゆ
る
選
挙
の
定
番
の
舞
台
装
置
で
あ
る
、
選
挙
本
部
、
ダ
ル
マ
、
た
す
き
、
街
頭

演
説
車
な
ど
の
事
物
に
よ
っ
て
選
挙
を
シ
ン
ボ
ル
化
さ
せ
る
効
果
へ
の
依
存
を
弱
め
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
「
失
言
」

を
恐
れ
る
候
補
・
陣
営
が
、
森
首
相
の
応
援
に
二
の
足
を
踏
む
た
め
に
、
「
失
言
」
を
想
起
さ
せ
る
シ
ン
ボ
ル
を
提
示
す
る
だ
け
で
、

選

挙
が
ま
ず
認
識
さ
れ
、
そ
の
次
に
「
定
番
」
に
よ
っ
て
読
み
手
の
認
知
の
正
し
さ
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
「
総
選
挙
」
と
「
政
治
漫
画
」
が
ど
の
よ
う
な
ト
ピ
ッ
ク
で
接
合
さ
れ
て
い
る
の
か
を
以
下
個
別
に
分
析
す
る
。

　
森
首
相
の
登
場
し
た
「
政
治
漫
画
」
は
、
ほ
と
ん
ど
彼
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
組
み
合
わ
せ
た
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

（
0
0
・
6
・
1
）
は
、
与
党
と
し
て
は
「
景
気
、
サ
ミ
ッ
ト
」
を
争
点
に
し
た
解
散
と
銘
打
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
五
月
一
五
日
神

政
連

で

森
首
相
が
発
し
た
「
神
の
国
」
発
言
が
元
に
な
っ
た
解
散
で
あ
る
こ
と
を
、
「
天
の
岩
戸
」
（
1
1
総
選
挙
）
を
開
け
る
こ
と
で
し

か
局
面

を
打
開
で
き
な
い
政
府
の
対
応
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
（
0
0
・
6
・
2
）
は
、
内
閣
不
信
任
案
を
採
決

せ
ず
解
散
す
る
こ
と
で
、
「
出
た
と
こ
勝
負
」
の
執
行
部
の
姿
勢
が
み
て
と
れ
る
。
そ
の
中
で
も
、
森
首
相
は
就
任
時
の
関
係
そ
の
ま

ま
に
、
執
行
部
主
導
の
「
偲
偏
」
と
し
て
「
天
の
岩
戸
」
を
開
け
よ
う
と
し
た
り
、
「
解
散
」
の
う
ち
わ
を
持
つ
野
中
広
務
幹
事
長
・

青
木
幹
雄
官
房
長
官
と
「
並
ん
で
」
踊
り
だ
し
た
り
し
て
い
る
。
こ
こ
に
、
首
相
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
不
透
明
性
が
み
ら
れ
る
。
岩

戸

を
開
け
る
「
役
割
」
、
「
不
信
任
決
議
」
の
焼
却
に
関
わ
る
「
役
割
」
を
森
首
相
が
担
当
し
て
い
る
の
は
、
副
次
的
な
業
務
を
行
な
う

「
役

割
」
を
自
ら
体
現
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
で
も
以
下
で
も
な
い
。
ま
た
、
政
治
日
程
と
し
て
「
総
選
挙
」
が
既
に
決
め

ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
前
に
、
小
淵
恵
一
前
首
相
の
「
同
情
票
」
（
（
0
0
・
6
・
9
）
の
「
政
治
漫
画
」
で
は
、

前

日
の
小
淵
前
首
相
の
内
閣
・
自
民
党
合
同
葬
に
献
花
す
る
森
首
相
は
、
背
後
に
ダ
ル
マ
が
自
分
に
同
情
票
を
持
っ
て
き
て
く
れ
る
と
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い

う
幻
想
を
抱
く
シ
ー
ン
が
描
か
れ
て
い
る
）
が
見
込
ま
れ
る
う
ち
に
、
衆
院
を
解
散
し
「
総
選
挙
」
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
こ
と
を
企
画
し
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
は
執
行
部
だ
け
の
了
解
で
あ
っ
て
森
氏
は
「
疎
外
」
さ
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き

る
。　

そ
う
し
た
「
疎
外
状
況
」
の
打
破
を
試
み
よ
う
と
、
自
ら
が
「
発
言
」
す
れ
ば
「
失
言
」
す
る
。
「
失
言
」
を
執
行
部
が
尻
拭
い
す

る
。
党
首
自
身
の
不
安
定
さ
と
執
行
部
と
の
軋
蝶
が
、
自
党
の
候
補
者
に
は
不
安
に
映
る
。
そ
の
結
果
が
、
（
0
0
・
6
・
7
）
に
お
け

る
、
街
頭
演
説
を
「
青
木
幹
事
長
ス
ピ
ー
カ
ー
」
が
「
翻
訳
」
し
な
お
し
て
伝
え
る
と
い
う
構
図
や
、
（
0
0
・
6
・
2
3
）
の
、
演
説
中

の
森
首

相
の
そ
ば
に
あ
る
ダ
ル
マ
の
口
を
テ
ー
プ
で
ふ
さ
い
で
し
ま
う
こ
と
や
、
こ
の
日
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
「
あ
と
二
日
」
に
も
端
的

に

表
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
（
0
0
・
6
・
2
3
）
は
、
選
挙
戦
が
客
観
的
に
残
り
二
日
だ
と
い
う
、
終
盤
戦
の
追
い
込
み
の
「
選
挙

の
定

番
の
風
物
詩
」
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
反
面
、
森
首
相
の
「
失
言
」
が
票
の
減
少
に
つ
な
が
る
と
い
う
候
補
者
や
支
持
者
達
の

「
忍

耐
」
も
「
あ
と
二
日
」
で
終
了
す
る
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
失
言
」
へ
の
不
安
に
つ
い
て
は
、
〈
0
0
・
6
・
6

M
＞
の
記
事
が
「
森
首
相
遊
説
に
腰
引
け
が
ち
　
1
2
県
要
請
せ
ず
　
波
風
避
け
た
い
」
と
い
う
自
民
全
国
幹
部
の
声
を
紹
介
す
る
こ
と

で

「
政
治
漫

画
」
の
主
張
を
裏
付
け
て
い
る
こ
と
に
も
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
〈
0
0
・
6
・
2
3
M
＞
に
お
い
て
、
「
沖
縄
万
博
・
I
C

革
命
・
た
だ
今
昭
和
一
二
年
　
首
相
語
連
発
」
と
い
う
見
出
し
で
、
首
相
の
「
発
言
」
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
「
失
言
」
で
は
な
く
、

事

実
誤
認
に
よ
る
「
失
言
」
を
も
乱
発
し
た
結
果
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
首
相
と
し
て
の
資
質
に
ま
で
言
及
し
て
い
る

こ
と
に
な
り
、
こ
う
し
た
認
識
が
「
政
治
漫
画
」
に
お
け
る
「
失
言
」
と
党
内
で
の
「
疎
外
」
の
描
写
の
多
さ
の
背
景
に
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　
か

く
し
て
、
「
疎
外
」
な
い
し
「
資
質
へ
の
疑
念
」
を
想
起
さ
せ
る
メ
デ
ィ
ア
報
道
は
、
森
首
相
に
さ
ら
な
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
生

じ
さ
せ
る
。
〈
0
0
・
6
・
2
1
＞
は
、
前
日
（
六
月
二
〇
日
）
の
講
演
で
「
関
心
な
い
と
い
っ
て
寝
て
く
れ
れ
ば
」
と
い
う
新
た
な
る

「
失
言
」
事
件
を
生
じ
さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
描
い
て
い
る
。
同
じ
日
の
「
無
党
派
層
が
五
二
％
七
割
「
態
度
未
定
」
」
と
い
う
記
事

37



北陸法學第9巻第2号（2001）

か

ら
も
、
森
氏
の
「
発
言
」
は
「
失
言
」
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
ほ
ど
の
重
要
性
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
（
0
0
・
6
・
2
2
）
は
、
そ

う
し
た
無
党
派
層
へ
の
影
響
を
懸
念
し
た
作
品
と
い
え
る
。
拡
声
器
で
「
寝
て
ろ
」
と
す
る
矛
盾
が
こ
の
「
政
治
漫
画
」
の
主
張
を
よ

り
鮮
明
に
表
わ
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
「
総
選
挙
」
の
「
政
治
漫
画
」
か
ら
抽
出
さ
れ
た
、
森
喜
朗
首
相
の
「
人
柄
」
が
、
「
地
元
紙
」
で
あ
る
「
北
國
新
聞
」

で

は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
は
、
分
析
素
材
と
し
て
「
北
國
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
政
治
漫
画
」
も
対
象
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
以
下
の
理
由
に
よ
る
。
こ

の

「
北
國
」
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
政
治
漫
画
」
は
、
協
同
通
信
社
配
信
の
も
の
で
あ
り
独
自
の
作
品
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

厳
密
に
は
「
中
央
紙
」
の
「
政
治
漫
画
」
と
比
較
の
対
象
と
す
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
配
信
さ
れ
た
「
政
治
漫
画
」
の
「
北

國
」
へ
の
掲
載
が
不
定
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
北
國
」
に
よ
る
選
択
が
行
わ
れ
て
い
る
と
判
断
し
、
便
宜
上
「
地
方
紙
」
の
思
惑
が
゜

推
測
可
能
で
あ
る
と
み
な
し
、
分
析
の
素
材
と
し
た
。

　

（
0
0
・
6
・
1
）
お
よ
び
（
0
0
・
6
・
2
）
の
「
神
の
国
」
解
散
に
つ
い
て
は
、
「
北
國
」
は
「
神
の
国
は
ご
く
普
通
の
発
言
」
と

い

う
、
電
気
通
信
大
学
教
授
西
尾
幹
二
氏
が
根
上
町
で
の
森
氏
後
援
会
主
催
に
お
い
て
行
っ
た
講
演
で
の
発
言
を
紹
介
し
て
い
る

〈
0
0
・
6
・
1
M
＞
。
ま
た
、
「
時
鐘
」
ー
「
朝
日
」
で
は
「
天
声
人
語
」
に
相
当
す
る
紙
面
に
あ
る
コ
ラ
ム
ー
で
、
「
神
の
国
」
発
言
は

首
相
個
人
の
失
敗
を
自
民
党
全
体
の
体
質
に
す
る
「
減
点
ゲ
ー
ム
」
が
「
政
治
の
見
せ
物
化
」
の
帰
結
と
し
て
生
ず
る
と
論
じ
て
い
る

〈
0
0
・
6
・
4
M
＞
。
ま
た
、
「
政
治
漫
画
」
に
お
い
て
は
、
「
衣
替
え
」
と
い
う
見
出
し
で
、
自
民
党
県
連
の
議
員
が
、
森
氏
の
着
て
い

る
神
話
時
代
の
衣
装
を
脱
が
そ
う
と
し
て
い
る
様
子
を
描
い
て
い
る
［
0
0
・
6
・
1
］
。
こ
こ
の
中
で
、
県
議
に
「
そ
の
古
着
を
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
に
出
し
た
ほ
う
が
…
」
と
言
わ
せ
て
い
る
。
「
神
の
国
」
で
は
選
挙
戦
を
戦
え
な
い
と
い
う
現
実
的
対
応
な
の
か
、
県
議
が

困
惑
す
る
様
子
か
ら
み
れ
ば
上
述
し
た
「
北
國
」
の
記
事
の
姿
勢
と
は
一
定
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
政
治
漫
画
」
に
よ
っ
て
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
感
覚
は
、
「
朝
日
」
の
（
0
0
・
6
・
7
）
の
「
政
治
漫
画
」
の
背
景
と
な 38
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っ

た
、
森
首
相
の
「
国
体
発
言
」
へ
の
対
応
に
も
表
わ
れ
て
い
る
。
六
月
三
日
夜
、
奈
良
市
で
衆
院
解
散
後
初
の
演
説
会
に
望
ん
だ
森

首
相
が
、
共
産
党
批
判
の
中
で
、
「
（
共
産
党
で
は
）
口
本
の
『
国
体
』
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
と
発
言
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て

野
党
は

四
日
一
斉
に
反
発
し
、
与
党
内
で
も
自
重
を
求
め
る
声
が
出
て
、
首
相
も
「
失
言
が
あ
っ
た
」
と
認
め
た
。
し
か
し
、
「
国
体
」

発

言
そ
の
も
の
の
釈
明
は
せ
ず
、
自
民
党
は
事
態
収
拾
に
困
惑
し
た
。
こ
う
し
た
「
国
体
発
三
口
」
を
受
け
て
「
北
國
」
は
、
「
軽
量
総

理
」
と
い
う
見
出
し
の
「
政
治
漫
画
」
が
掲
載
さ
れ
た
［
0
0
・
6
・
6
］
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
神
の
国
発
言
」
「
国
体
発
言
」
な
ど
い

く
つ
か
の
風
船
を
持
っ
た
巨
体
の
森
首
相
が
、
計
量
秤
に
座
っ
て
い
る
。
そ
の
「
軽
さ
」
に
衆
人
驚
く
と
い
う
構
図
に
な
っ
て
い
る
。

森
氏
の
巨
体
と
諸
「
発
言
風
船
」
の
軽
さ
の
対
比
か
ら
、
「
森
隠
し
」
に
躍
起
に
な
る
自
民
党
の
結
果
と
諸
「
発
言
」
の
「
軽
さ
」
の

両
方
が
読
み
取
れ
る
「
政
治
漫
画
」
で
あ
る
。
こ
う
し
た
、
「
政
治
漫
画
」
お
よ
び
記
事
を
掲
載
す
る
一
方
で
、
六
月
六
日
の
一
面
で
、

北

國
新
聞
社
独
自
の
電
話
調
査
結
果
を
掲
載
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
森
内
閣
支
持
率
は
四
七
、
五
％
」
で
あ
り
「
先
月
（
五

月
）
の
全
国
調
査
上
回
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
「
神
の
国
」
発
言
に
つ
い
て
も
、
二
重
視
す
る
」
二
二
％
」
、
「
「
（
重
視
）
し
な

い
六

七
％
」
と
い
う
見
出
し
を
掲
げ
、
諸
「
発
言
」
に
寛
容
な
地
元
の
意
識
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
六

月
二
〇
日
の
新
潟
で
の
二
無
党
派
層
は
）
寝
て
い
て
」
発
言
に
つ
い
て
は
、
「
寝
て
ろ
」
と
叫
ぶ
「
朝
日
」
の
「
政
治
漫
画
」

（
0
0
・
6
・
2
2
）
よ
り
も
よ
り
ソ
フ
ト
に
、
「
投
票
態
度
未
定
三
五
％
」
の
見
出
し
の
新
聞
を
広
げ
て
横
に
な
っ
て
い
る
「
オ
ヤ
ジ
」
に

向
か
っ
て
、
r
守
唄
を
歌
っ
て
い
る
森
首
相
の
姿
を
描
い
て
い
る
「
政
治
漫
画
」
を
掲
載
し
て
い
る
［
0
0
・
6
・
2
2
］
。
こ
の
「
政
治

漫

画
」
は
、
「
寝
て
て
ほ
し
い
の
は
、
こ
の
子
よ
！
」
と
、
選
挙
運
動
の
宣
伝
車
の
騒
音
に
泣
き
止
ま
な
い
赤
ん
坊
に
、
い
ら
だ
つ
母

親
と
「
子
守
唄
の
森
首
相
」
の
ト
ボ
け
た
様
子
を
対
比
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
「
政
治
漫
画
」
は
、
共
同
通
信
社
が
行
っ
た
全
国
政
党
支

持
率
調
査
の
結
果
か
ら
、
無
党
派
層
が
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
こ
と
を
と
り
あ
げ
、
「
無
党
派
層
が
（
衆
院
選
の
）
勝
敗
左
右
」
と
す
る
見

出
し
記
事
に
併
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
総
選
挙
」
の
終
盤
の
投
票
動
向
予
測
を
焦
点
と
し
た
、
紙
面
構
成
の
一
環
と
し
て
、
こ
の

「
政

治
漫
画
」
を
位
置
づ
け
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
国
体
発
言
」
の
よ
う
に
あ
え
て
バ
ラ
ン
ス
を
と
ら
ず
、
よ
り
大
き
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（表2）「参院選挙」をテーマとする「政治漫画」

00・7・7　骨太改革「選挙が済むまであ

　　　　　　　まり出さんでよ」

　　　7・8　議席守れるか！悲壮保守党

　　　　　　　「えっ！看板の字違って

　　　　　　　る？」

　　7・13　サーフィンの技をお見せする

　　　　　　　のは、あの先だね

　　7・25　あと4日　参院選燃ゆ

　
す
風
レ

個
　
　
・
ド

2
う
選
メ

雲　
よ
院
人

暗
き
参
個

6
9
1
1

2
2
3

7
7
7
8

　
ル
）

　
ト

　
一
日
メ

面示

票
投
4

　
　
　
　

よ
速

（

な
政
治
儀
礼
の
一
つ
に
包
摂
さ
せ
た
結
果
に
な
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
参
院
選
挙
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
政
治
漫
画
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
、

　

こ
の
七
枚
に
お
い
て
、
「
参
院
選
挙
」
に
付
随
（
組
み
合
わ
）
さ
れ
て
い
る
テ
ー
マ
は
、

「
保
守
党
存
続
の
危
機
」
「
臼
社
二
朝
日
」

挙
結
果
に
よ
る
小
泉
効
果
と
、
革
新
、
勢
力
の
衰
退
」

一
般

を
「
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
」
的
に
表
現
し
た
も
の

の
政

治
漫
画
の
う
ち
、
小
泉
首
相
が
登
場
し
た
の
は
五
枚
と
、

高
い
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
小
泉
首
相
へ
の
好
意
度
の
高
さ
を
み
る
こ
と
も
で
き
な
い

院
選
挙
」
に
お
け
る
森
喜
朗
首
相
の
登
場
比
率
は
、

　
　
　

3
　
小
泉
内
閣
と
参
院
選
挙

　
　
　

二
〇

〇
一
年
ヒ
月
の
「
朝
日
新
聞
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
政
治
漫
画
」
は
二
六
枚
で

　
　

あ
っ
た
。
こ
の
月
は
、
ジ
ェ
ノ
バ
・
サ
ミ
ッ
ト
、
C
O
P
6
な
ど
の
「
国
際
（
関
係
）
」

　
　

を
テ
ー
マ
と
す
る
も
の
が
続
き
（
六
枚
）
、
外
務
省
と
外
務
大
臣
と
の
確
執
を
あ
ら

　
　

わ
し
た
「
省
庁
」
テ
ー
マ
が
四
枚
、
日
米
首
脳
会
談
の
模
様
を
描
い
た
「
外
交
」
が

　
　

三

枚
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
「
参
院
選
挙
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

　
　

も
の
は
、
七
枚
（
約
二
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
占
め
、
項
目
別
で
最
多
で
あ
っ
た
。
こ

　
　

の

こ
と
と
あ
わ
せ
て
「
選
挙
」
テ
ー
マ
に
は
そ
れ
以
外
の
選
挙
を
扱
っ
て
は
い
な
か

　
　

っ

た
か
ら
、
「
参
院
選
挙
」
が
主
要
な
関
心
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
表
2
）
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
構
造
改
革
を
脅
威
と
感
じ
る
自
民
党
候
補
」

調
査
に
よ
る
小
泉
人
気
）
「
選
挙
後
の
政
治
・
経
済
情
勢
（
株
価
低
迷
・
靖
国
参
拝
）
」
「
選

　
　
　
　

と
い
っ
た
政
策
・
内
閣
・
政
党
に
関
わ
る
時
事
的
な
も
の
と
、
い
わ
ゆ
る
選
挙

　
　
　
　
二
街
頭
演

説
」
「
投
票
所
へ
の
喚
起
」
）
に
分
け
ら
れ
る
。
上
記
の
よ
う
に
七
枚

　
　
　
　
　
　
　
L
O
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
割
合
は
必
ず
し
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
ち
な
み
に
二
〇
〇
〇
年
の
「
衆

　
　
　

一
三

枚
中
一
〇
枚
で
、
約
七
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
）
。
政
治
漫
画
に
お
い
て
特

40
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に

政
治
過
程
の
テ

ー
マ
で
は
、
首
相
や
大
統
領
と
い
っ
た
リ
ー
ダ
ー
が
登
場
す
る
頻
度
は
き
わ
め
て
高
い
。
政
治
現
象
を
認
知
さ
せ
る

「
有
名
人
」
と
し
て
、
確
固
た
る
「
当
事
者
」
が
い
な
い
場
合
、
こ
れ
ら
の
人
が
「
適
任
」
で
あ
る
（
ほ
か
に
い
な
い
）
か
ら
で
あ
る
。

　

「
選

挙
」
を
象
徴
す
る
事
物
と
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
政
治
漫
画
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
候
補
者
の
樫
（
た
す
き
）
、
選
挙

対
策
本
部
（
詰
め
所
∀
、
候
補
者
ポ
ス
タ
ー
、
看
板
、
ダ
ル
マ
、
政
党
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
な
ど
で
あ
る
。
こ
う
し
た
シ
ン
ボ
ル
の
ほ
か

に
、
「
政
治
」
そ
の
も
の
を
象
徴
す
る
「
国
会
議
事
堂
」
の
よ
う
な
も
の
を
含
め
て
「
参
院
」
選
挙
テ
ー
マ
を
読
み
手
に
想
起
さ
せ
る

「
主
題
設

定
」
の
レ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
、
「
政
治
常
識
」
が
当
該
「
政
治
漫
画
」
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
政
治
漫
画
」
に
登
場
す
る

人
物
が
一
人
な
い
し
二
人
で
あ
る
こ
と
は
、
上
述
し
た
「
政
治
」
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
を
認
知
さ
せ
る
た
め
に
「
特
定
で
き
る
人
物
」

を
選
択
す
る
こ
と
の
結
果
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
、
こ
の
よ
う
な
、
「
政
治
常
識
」
と
「
特
定
の
有
名
人
」
（
当
事

者
）
に
訴
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
政
治
」
を
ま
ず
読
み
手
に
認
知
さ
せ
、
次
い
で
「
参
院
選
挙
」
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
が
「
政
治
漫

画
」
の
特
徴
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

「
参

院
選
挙
」
と
こ
の
時
期
の
ト
ピ
ッ
ク
が
ど
の
よ
う
に
連
関
し
て
い
る
の
か
を
「
政
治
漫
画
」
を
個
別
具
体
的
に
検
討
す
る
。

　

（
0
1
・
7
・
7
）
に
お
い
て
は
、
料
理
人
の
小
泉
首
相
が
「
骨
太
」
料
理
を
候
補
者
に
出
す
も
の
で
あ
る
。
「
地
方
の
不
安
」
（
7
・

7
M
）
と
い
う
記
事
に
対
応
し
て
お
り
、
地
方
交
付
税
の
削
減
や
道
路
財
源
の
一
般
化
に
よ
る
地
方
の
う
ま
み
の
減
少
が
、
自
民
党
の

地

方
選
出
議
員
に
と
っ
て
脅
威
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
料
理
の
比
喩
は
、
首
相
及
び
党
首
が
候
補
者
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
う

ま
み
を
提
供
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
示
す
反
面
、
権
力
関
係
を
F
地
に
し
て
（
高
級
料
理
店
に
お
け
る
普
通
の
一
見
客
と
料
理
人
と
の

関
係
を
想
起
せ
よ
）
「
出
た
も
の
を
食
べ
さ
せ
る
」
と
い
う
意
味
を
も
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
候
補
者
の
「
苦
虫
を
噛
み
潰
し
た
」

よ
う
な
表
情
に
、
料
理
人
と
の
関
係
が
象
徴
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
七
月
七
日
の
「
政
治
漫
画
」
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
候
補
者
の
本
音
が
出
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
実
は
、
こ
の
「
政
治
漫
画
」

の

内
容
は
、
こ
の
分
析
期
間
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
「
政
治
漫
画
」
（
0
1
・
8
・
1
）
と
対
応
す
る
。
八
月
一
日
の
「
政
治
漫
画
」
は
41
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ダ

ル

マ
が

プ
ー
ル
で
タ
ー
ン
を
す
る
と
こ
ろ
を
二
つ
の
画
面
に
し
て
描
い
て
い
る
。
ダ
ル
マ
は
タ
ッ
チ
（
選
挙
に
当
選
す
る
）
す
る
ま

で

は
「
小
泉
改
革
」
の
樫
を
か
け
、
タ
ー
ン
（
当
選
後
）
し
た
ら
、
檸
を
脱
ぎ
捨
て
て
「
背
泳
ぎ
」
で
泳
ぎ
始
め
る
。
し
か
も
腹
に
記

し
て
あ
る
二
改
革
へ
の
）
抵
抗
」
の
文
字
を
公
開
し
て
い
る
。
自
分
の
党
の
党
首
か
ら
突
き
つ
け
ら
れ
た
ジ
レ
ン
マ
を
、
「
寝
返
り
」

に

よ
っ
て
解
消
す
る
「
政
治
的
な
」
関
係
の
奇
妙
さ
が
、
（
0
1
・
7
・
7
）
と
（
0
1
・
8
・
1
）
の
「
政
治
漫
画
」
に
お
い
て
よ
く
表

わ
れ
て
い
る
。

　

「
小
泉
人
気
」
の
勢
い
の
よ
さ
を
象
徴
す
る
「
政
治
漫
画
」
が
、
（
0
1
・
7
・
1
3
）
と
選
挙
結
果
が
判
明
し
た
後
の
（
0
1
・
7
・

3
1
）
の
二
枚
で
あ
る
。
前
者
は
、
ボ
ー
ド
「
改
革
」
の
銘
入
り
を
小
脇
に
抱
え
て
サ
ー
フ
ィ
ン
を
す
る
小
泉
首
相
を
描
い
て
い
る
。

こ
れ
は
、
公
示
日
（
七
月
一
二
日
）
に
あ
わ
せ
て
主
要
候
補
者
に
「
朝
日
」
が
取
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
、
小
泉
路
線
支
持
が
与

党

は
九
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
野
党
で
も
二
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
と
い
う
こ
と
が
、
サ
ブ
・
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
。
サ
ー
フ
ィ
ン
を

す

る
首
相
を
画
像
の
上
部
に
大
き
く
描
き
、
「
参
院
選
」
の
文
字
の
あ
る
「
国
会
議
事
堂
」
を
左
下
に
小
さ
く
表
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
「
配
置
」
に
お
け
る
対
比
に
よ
っ
て
、
小
泉
内
閣
が
参
院
選
に
お
い
て
予
想
す
る
結
果
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
が
わ
か
る
。

ま
た
そ
れ
を
生
み
出
す
「
人
気
」
の
高
さ
が
波
の
大
き
さ
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
。

　

（
0
1
・
7
・
3
1
）
は
、
小
泉
「
ラ
イ
オ
ン
」
が
生
じ
さ
せ
る
「
風
」
が
、
小
泉
人
気
と
そ
れ
に
よ
る
選
挙
結
果
の
威
力
を
表
し
、
対

照
的
に
社
民
党
と
共
産
党
の
退
潮
を
、
そ
の
「
風
」
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
る
土
井
・
志
位
両
党
首
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
表
し
て
い
る
。

自
民
党
は
改
選
議
席
の
半
数
（
六
一
議
席
）
を
単
独
で
超
え
る
六
四
議
席
を
獲
得
し
、
社
民
党
と
共
産
党
は
議
席
を
減
少
さ
せ
、
特
に

社
民
党

は
選
挙
区
選
挙
の
当
選
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
ほ
ど
の
衰
退
で
あ
っ
た
。
「
表
」
の
た
て
が
み
を
も
つ
「
ラ
イ
オ
ン
」
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
小
泉
首
相
に
蹴
散
ら
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
「
ラ
イ
オ
ン
」
が
牙
を
向
け
て
社
民
党
と
共
産
党
を
襲
っ
て
い
な
い
こ
と

に

も
着
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
ラ
イ
オ
ン
」
は
、
社
民
党
と
共
産
党
に
対
し
て
、
笑
顔
で
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
「
笑
顔
の
ラ

イ
オ
ン
」
は
選
挙
の
勝
利
に
よ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
そ
も
そ
も
こ
の
小
泉
「
ラ
イ
オ
ン
」
は
、
野
生
の
「
ラ
イ
オ
ン
」
で
は
な
く
、
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イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
そ
れ
で
あ
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
加
え
て
、
「
票
」
を
た
て
が
み
と
す
る
「
ラ
イ
オ
ン
」

が

「
扇
風

機
」
の
働
き
を
し
て
い
る
こ
と
は
、
白
ら
起
こ
し
た
「
風
」
で
な
く
、
周
囲
か
ら
集
め
て
き
た
「
風
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て

い

る
。
周
囲
の
「
人
気
」
と
い
う
他
律
的
な
要
素
に
よ
っ
た
結
果
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
「
ラ
イ
オ
ン
」
は
み
ず
か
ら
戦
う
必
要
は
な

く
、
「
風
」
（
1
1
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
好
感
に
基
づ
く
「
人
気
」
」
に
任
せ
て
い
れ
ば
十
分
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
中
央
紙
二
朝
日
新
聞
」
）
の
「
政
治
漫
画
」
で
表
現
さ
れ
た
、
小
泉
内
閣
に
関
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
、
地
元
紙
で
は
ど
の
よ
う
に
表
わ

さ
れ
て
い
る
の
か
を
以
下
で
明
ら
か
に
す
る
。

　

二

〇
1
・
7
・
7
）
の
ジ
レ
ン
マ
に
悩
む
地
方
議
員
の
姿
を
記
述
す
る
の
に
、
地
元
紙
で
は
、
「
与
野
党
に
ね
じ
れ
も
」
と
い
う
表
現

を
用
い
て
、
神
奈
川
選
挙
区
の
立
候
補
者
に
よ
る
参
院
選
公
開
討
論
会
の
模
様
（
0
1
・
7
・
2
）
を
紹
介
し
て
い
る
。
郵
政
民
営
化
に

つ
い
て

自
民
党
候
補
者
で
も
、
郵
便
の
み
に
と
ど
め
、
貯
金
・
保
険
は
公
社
が
限
界
と
述
べ
る
な
ど
と
ま
ど
い
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
（
0
1
・
7
・
4
）
で
は
、
「
小
泉
流
風
の
正
体
」
と
い
う
特
集
記
事
で
、
「
大
モ
テ
地
方
議
員
」
と
い
う
見
出

し
を
つ
け
、
小
泉
首
相
の
地
方
遊
説
第
一
弾
と
し
て
横
浜
市
で
行
う
決
起
集
会
の
入
場
券
に
応
募
が
殺
到
し
、
窓
口
役
の
地
方
議
員
へ

の
入

手
依
頼
が
絶
え
な
い
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
記
事
な
ど
は
、
地
元
議
員
が
受
け
る
小
泉
人
気
へ
の
「
う
ま
み
」
の
面
を
強

調

し
た
と
い
え
る
。

　

（
0
1
・
7
・
1
3
）
の
公
示
日
に
お
け
る
「
政
治
漫
画
」
に
表
わ
れ
た
、
「
小
泉
人
気
」
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
中
央
紙
と
歩
調
を
合
わ

せ

る
格
好
に
な
っ
て
い
る
。
「
朝
日
」
が
公
示
日
に
調
査
結
果
を
掲
載
し
た
の
に
対
し
て
、
「
神
奈
川
」
は
⊥
ハ
月
二
五
日
に
行
っ
た
「
共

同
通
信
」
の
調
査
（
参
院
候
補
者
ア
ン
ケ
ー
ト
）
を
公
示
日
に
先
駆
け
て
紹
介
し
て
い
る
（
0
1
・
7
・
4
）
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
道
路

特

定
財
源
の
一
般
化
に
六
〇
％
が
支
持
」
と
い
う
見
出
し
を
掲
げ
、
小
泉
改
革
に
野
党
が
理
解
し
て
い
る
と
報
じ
て
い
る
。
し
か
し
、

本
文
を
み
る
と
、
道
路
財
源
に
関
す
る
↓
般
化
に
つ
い
て
、
自
民
党
候
補
の
支
持
は
二
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
相
変
わ

ら
ず
与
党
の
候
補
者
の
ジ
レ
ン
マ
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
朝
日
」
の
調
査
が
与
野
党
含
め
た
好
意
的
態
度
を
表
わ
し
て
い
る
の
に
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対

し
て
、
「
共
同
通
信
」
調
査
を
引
用
し
た
地
元
紙
は
、
「
小
泉
人
気
」
の
野
党
へ
の
浸
透
と
与
党
へ
の
負
の
浸
透
と
い
う
、
二
つ
の
影

響
の
う
ち
、
前
者
の
み
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
も
、
地
元
小
泉
支
持
の
フ
レ
ー
ム
が
推
測
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
見
出
し
の

設
定
が
生

じ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
「
神
奈
川
」
は
、
公
示
日
前
の
七
月
一
〇
日
に
再
び
「
共
同
通
信
」
の
調
査
を
掲
載
し
て
い
る
。
参
院
選
挙
の
公
示
日
前
か

ら
投
票
日
直
前
ま
で
の
、
有
権
者
の
意
識
の
変
化
を
全
国
的
規
模
の
三
度
の
電
話
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
、
「
ト
レ
ン
ド
調
査
」

の
一
環
で
あ
る
。
そ
の
結
果
（
第
一
回
目
）
を
、
「
自
民
に
投
票
三
四
％
」
「
ヒ
六
％
が
与
党
過
半
数
を
予
想
」
と
表
記
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
「
朝
日
」
に
比
べ
て
公
示
前
に
「
小
泉
人
気
」
の
実
体
を
詳
細
に
具
現
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
「
共
同
通
信
」
は

地

方
紙
の
情
報
源
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
こ
れ
を
直
接
地
元
紙
の
属
性
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
調
査
結
果
の
公
表
の
「
時

期
」
や
デ
ー
タ
の
解
釈
に
お
い
て
、
記
載
し
た
新
聞
社
の
独
自
性
を
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。

　
以
上
の
例

は
、
地
元
紙
が
小
泉
首
相
に
好
意
的
な
フ
レ
ー
ム
を
記
事
に
内
包
し
て
い
る
と
想
定
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
方
向
性

が

異
な
る
記
事
を
併
記
し
て
、
こ
う
し
た
フ
レ
ー
ム
を
払
拭
し
よ
う
と
す
る
記
事
も
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
（
0
1
・
7
・
2
6
）
の

「
政
治

漫
画
」
が
表
わ
す
テ
ー
マ
に
お
け
る
地
元
紙
の
扱
い
の
中
に
こ
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
「
政
治
漫
画
」
は
、
帆
に
「
参
院

選
」
「
K
O
I
Z
U
M
I
」
の
文
字
が
入
っ
た
ヨ
ッ
ト
に
乗
っ
て
大
海
原
を
航
海
す
る
小
泉
首
相
の
前
途
に
、
「
靖
国
参
拝
」
と
「
株
価

低
迷
」
の
暗
雲
が
漂
う
も
の
で
あ
る
。
選
挙
や
疑
獄
事
件
な
ど
政
権
を
左
右
す
る
出
来
事
に
臨
む
と
き
に
、
船
（
舟
）
に
よ
る
航
海
の

シ

ン
ボ

ル

は
「
政
治
漫
画
」
の
常
套
手
段
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
二
造
船
疑
獄
」
の
吉
田
茂
、
「
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
」
の
三
木
武
夫
の

描
写
に
も
こ
の
シ
ン
ボ
ル
が
使
わ
れ
て
い
る
）
。
こ
の
暗
雲
と
な
っ
て
い
る
「
靖
国
参
拝
」
に
つ
い
て
、
「
朝
日
」
は
、
田
中
真
紀
子
外

相
が
東
ア
ジ
ア
諸
国
を
訪
問
し
た
際
、
中
国
と
韓
国
の
外
相
に
そ
れ
ぞ
れ
二
首
相
の
）
靖
国
参
拝
再
考
を
要
求
」
「
中
止
を
要
請
」
さ

れ

た
こ
と
を
1
面
で
伝
え
て
い
る
（
0
1
・
7
・
2
5
／
0
1
・
7
・
2
6
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
神
奈
川
」
は
、
ヒ
月
二
丘
日
の
一
面
で
日
中

外
相
会
談
に
ふ
れ
「
参
拝
中
止
迫
る
」
と
し
た
が
、
同
じ
一
面
の
上
部
に
、
「
総
理
と
し
て
靖
国
参
拝
」
と
答
え
た
首
相
の
発
言
を
、
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大

き
な
文
字
で
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
韓
国
外
相
の
場
合
は
、
翌
日
の
一
面
で
教
科
書
の
再
修
正
要
求
に
つ
い
で
「
靖
国
参
拝
の
再

考
」
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
小
泉
擁
護
」
に
近
い
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
そ
の
日
の
「
表
層
深
層
」
と
い
う
特
集
記
事
で
、

「
近

隣
外
交
で
ビ
ジ
ョ
ン
欠
く
」
「
内
外
で
広
が
る
危
機
感
と
困
惑
」
と
述
べ
て
お
り
、
通
り
一
遍
の
「
小
泉
」
支
持
の
立
場
で
は
地
元

紙

は
無
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

政治漫画に見る内閣（茨木）

　
4
　
森
内
閣
と
小
泉
内
閣

　
上

で

個
別
に
検
討
し
た
、
森
内
閣
と
小
泉
内
閣
に
お
け
る
「
総
選
挙
」
「
参
院
選
挙
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
政
治
漫
画
」
を
比
較
す

る
と
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
主
に
見
出
さ
れ
る
。

　

ま
ず
第
一
に
、
首
相
と
し
て
の
「
人
気
」
は
対
照
的
で
あ
る
が
、
「
政
治
漫
画
」
の
注
目
度
に
お
い
て
は
互
い
に
遜
色
が
な
い
こ
と

が

あ
げ
ら
れ
る
。
（
0
0
・
6
・
7
）
な
い
し
（
0
0
・
6
・
2
3
）
に
み
ら
れ
る
森
首
相
の
「
疎
外
」
と
、
（
0
1
・
7
・
7
）
に
お
け
る
自

民

候
補
者
の
や
り
に
く
さ
の
比
較
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
選
挙
の
や
り
に
く
さ
」
に
お
い
て
は
、
森
・
小
泉
両
首
相
と
も
自
民
党
候

補
か
ら
見
れ
ば
同
じ
で
あ
る
。
「
失
言
」
首
相
は
、
存
在
そ
の
も
の
が
全
て
の
自
民
党
候
補
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、
「
改
革
」
首

相
は
大
半
の
自
民
党
候
補
に
と
っ
て
「
変
説
」
な
い
し
「
変
節
」
の
擬
態
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
こ
の
点
で
、
候
補
者
受
難
の
党
首
で

あ
る
こ
と
は
共
通
で
あ
る
。
し
か
し
、
既
に
見
た
よ
う
に
、
森
首
相
は
そ
の
「
失
言
」
に
よ
る
「
疎
外
」
（
解
散
後
も
い
く
つ
か
失
言

が

問
題
視
さ
れ
た
）
の
ゆ
え
に
、
「
改
革
」
シ
ン
ボ
ル
と
そ
れ
に
よ
る
「
世
論
」
の
支
持
を
受
け
た
小
泉
首
相
と
同
程
度
お
よ
び
そ
れ

以
上

の

頻
度
で
「
政
治
漫
画
」
に
登
場
し
て
い
た
。
「
政
治
漫
画
」
に
お
い
て
の
「
支
持
率
」
は
、
小
泉
首
相
を
凌
い
で
い
た
の
で
あ

る
（
森
七
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
小
泉
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
生
ず
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
、
「
政
治
漫
画
」
に
お
け
る
首
相
の
持
つ
役
割
が
あ
る
。
現
在
の
政
治
状
況
を
解
説
・
評
論
す
る
に
は
、
読
み
手
に
そ
う
し
た

状
況

を
認
知
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
加
え
て
、
一
餉
で
政
治
状
況
を
解
説
す
る
た
め
に
は
状
況
把
握
に
い
く
つ
も
の
伏
線
を
張
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る
余
裕
が
な
い
。
そ
れ
に
は
、
議
院
内
閣
制
に
お
い
て
は
、
内
閣
総
理
大
臣
が
も
っ
と
も
「
日
本
の
政
治
」
を
象
徴
す
る
の
に
適
し
て

い

る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
も
そ
も
世
論
調
査
で
人
気
が
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
首
相
を
軸
に
し
た
「
政
治
漫
画
」
を
描
か
ざ

る
を
得
な
い
と
も
い
え
る
。

　
次

に
、
小
泉
首
相
は
ま
れ
に
見
る
高
支
持
率
で
、
森
首
相
は
そ
れ
と
は
対
照
的
な
支
持
率
で
ど
ち
ら
も
「
特
異
性
」
と
い
う
点
で
そ

も
そ
も
「
ニ
ュ
ー
ス
バ
リ
ュ
ー
」
が
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
く
に
森
首
相
に
つ
い
て
は
、
「
政
治
漫
画
」
の
持
つ
体
制
批

判
の
性
質
が
、
描
く
対
象
と
し
て
の
森
首
相
の
認
知
対
象
度
を
高
め
た
と
み
ら
れ
る
。
む
し
ろ
「
選
挙
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
お
い
て
は
、

高
支
持
率
は
か
え
っ
て
「
描
き
に
く
い
」
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
な
ぜ
な
ら
、
公
示
以
降
の
い
わ
ゆ
る
「
選
挙
」
活
動
を
す
る
描
写

は
、
森
首
相
の
四
回
に
対
し
て
小
泉
首
相
は
一
回
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
時
の
権
力
者
を
「
笑
う
」
こ
と
に
よ
っ
て
権
力
の
相
対
化
を

は

か

る
こ
と
が
「
政
治
漫
画
」
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
読
み
手
で
あ
る
「
国
民
」
の
声
の
大
き
さ
に
「
政
治
漫

画
」
は
従
う
必
要
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
も
よ
い
。

　
第
三
に
、
先
に
指
摘
し
た
、
批
判
的
対
象
の
顕
出
性
の
高
さ
と
関
連
し
て
言
え
ば
、
「
参
院
選
挙
」
と
「
総
選
挙
」
の
意
味
付
け
の

違
い

が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
民
の
直
接
、
短
期
的
な
現
実
問
題
の
解
消
お
よ
び
政
権
の
正
当
性
（
妥
当
性
）
の
確
認
と
し
て

「
参
院
選
」
と
は
微
妙
な
差
異
が
「
総
選
挙
」
に
あ
る
。
支
持
率
の
低
さ
と
い
く
つ
か
の
「
疑
義
」
（
政
権
成
立
時
、
様
々
な
「
失
言
」

な
ど
に
関
す
る
）
に
よ
っ
て
、
政
権
維
持
は
限
界
と
メ
デ
ィ
ア
が
判
断
し
た
た
め
に
、
森
首
相
の
顕
出
性
が
高
ま
っ
た
。
逆
に
小
泉
首

相
は
、
「
参
院
」
選
挙
の
勝
利
が
確
実
視
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
あ
え
て
テ
ー
マ
と
し
て
と
り
あ
げ
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
第
四
に
、
野
党
の
影
響
力
の
違
い
が
あ
る
。
両
内
閣
時
に
は
と
も
に
野
党
の
影
響
力
は
必
ず
し
も
大
き
い
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し

森
内
閣
か
ら
小
泉
内
閣
に
至
る
に
つ
れ
て
、
野
党
の
影
が
ま
す
ま
す
薄
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
森
内
閣
時
に
は
、
公
示
日

に
、
政
策
論
争
の
問
題
と
し
て
十
全
に
機
能
し
て
い
な
い
の
で
泥
沼
化
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
と
し
て
、
全
政
党
が
登
場
し
て
い
る

（
0
0
・
6
・
1
3
）
。
さ
ら
に
、
投
票
日
に
お
い
て
も
（
0
0
・
6
・
2
5
）
、
森
首
相
の
「
失
言
」
か
ら
派
生
し
た
「
催
眠
術
ボ
ケ
」
に
、
「
ツ
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ッ
コ
ミ
」
と
し
て
民
主
党
党
首
が
登
場
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
小
泉
内
閣
に
な
っ
て
か
ら
は
、
投
票
日
（
0
1
・
7
・
2
9
）
に
、

ま
る
で
「
明
る
い
選
挙
推
進
委
員
会
」
の
ポ
ス
タ
ー
の
よ
う
に
与
野
党
オ
ー
ル
キ
ャ
ス
ト
で
投
票
を
よ
び
か
け
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

公
示
日
以
後
投
票
日
ま
で
、
報
道
の
中
立
性
に
神
経
を
尖
ら
す
た
め
か
、
特
定
政
党
へ
の
利
益
と
な
る
こ
と
を
「
自
粛
」
し
て
い
る
よ

う
に
み
え
る
と
は
い
え
、
批
判
対
象
の
姐
上
に
も
登
場
せ
ず
、
与
野
党
の
対
決
姿
勢
を
示
す
も
の
す
ら
見
当
た
ら
な
い
。
世
論
調
査
で

も
与
党
の
優
位
が
伝
え
ら
れ
、
「
改
革
」
シ
ン
ボ
ル
が
与
党
内
批
判
と
も
解
し
う
る
も
の
と
な
っ
て
対
立
す
べ
き
争
点
す
ら
提
示
で
き

な
い
状
況
を
、
「
参
院
選
挙
」
に
お
け
る
「
政
治
漫
画
」
の
野
党
の
登
場
機
会
の
少
な
さ
は
反
映
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

「
政
治
漫

画
」
に
み
ら
れ
る
森
・
小
泉
首
相
の
比
較
の
特
徴
と
し
て
、
付
加
的
で
は
あ
る
が
指
摘
で
き
る
点
は
、
ま
ず
、
ス
テ
レ
オ

タ
イ
プ
」
的
表
現
に
つ
い
て
は
違
い
が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
選
挙
」
を
象
徴
す
る
事
象
が
森
首
相
時
に
は
、
九
種
類

（名
簿
、
街
頭
宣
伝
車
、
マ
イ
ク
、
拡
声
器
、
タ
ス
キ
、
立
会
い
演
説
会
、
馬
鹿
殿
・
姫
、
サ
ウ
ナ
）
小
泉
首
相
時
に
は
九
種
類
（
タ

ス

キ
、
選
挙
対
策
本
部
、
看
板
、
ポ
ス
タ
ー
、
ダ
ル
マ
、
国
会
議
事
堂
、
街
頭
演
説
、
ヨ
ッ
ト
の
帆
、
選
挙
運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
）
と
全

く
同
じ
数
で
あ
る
。
「
タ
ス
キ
」
と
「
ダ
ル
マ
」
は
特
に
「
定
番
中
の
定
番
」
で
、
他
の
選
挙
を
描
い
た
「
政
治
漫
画
」
に
も
複
数
回

登
場

し
た
。
「
総
選
挙
」
の
時
に
街
頭
と
立
会
い
演
説
の
よ
う
に
、
演
説
の
描
写
が
若
干
多
か
っ
た
の
は
、
先
に
示
し
た
「
失
言
」
が

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
た
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
数
で
は
同
じ
だ
が
、
重
複
す
る
も
の
が
三
つ
と
少
な

い

の

は
、
上
記
の
よ
う
な
首
相
の
個
別
事
情
や
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
関
わ
り
が
あ
る
た
め
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

シ

ン
ボ

ル

は
単
独
で
は
使
用
さ
れ
ず
、
人
物
や
文
字
情
報
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
両
首
相
の
「
背

景
」
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
こ
こ
に
お
い
て
も
「
政
治
漫
画
」
に
お
け
る
人
物
の
重
要
性
を
示
唆
し

た
も
の
と
い
え
る
。

　
付
加
的
な
特
徴
の
第
二
点
と
し
て
、
投
票
日
と
開
票
結
果
確
定
日
の
「
政
治
漫
画
」
が
対
照
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
投

票
日
と
開
票
結
果
に
つ
い
て
は
、
掲
載
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
関
係
か
ら
投
票
日
当
日
が
日
曜
日
と
な
り
、
漫
画
家
が
固
定
さ
れ
、
開
票
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結

果
は
翌
々
日
の
火
曜
日
掲
載
の
作
品
に
表
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
投
票
日
と
い
う
テ
ー
マ
で
毎
年
異
な
っ
た
作
品
を
描
か
ね
ば
な
ら

な
い
漫
画
家
は
、
か
な
り
の
技
量
が
試
さ
れ
る
。
二
〇
〇
〇
年
で
は
、
森
首
相
の
「
人
柄
」
と
「
失
言
」
を
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
せ

て
、
与
党
の
行
く
末
の
危
う
さ
を
出
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
開
票
結
果
で
も
同
様
で
あ
り
、
与
党
三
党
で
辛
う
じ
て
多
数
を
確
保
し
た

と
こ
ろ
に
「
第
二
次
森
内
閣
」
の
来
し
方
行
く
末
が
案
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
二
〇
〇
一
年
の
「
参
院
選
」
で
は
、
与
野
党

党

首
全
員
参
加
し
て
、
投
票
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
小
泉
首
相
の
政
権
の
不
安
定
性
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
開
票
結
果
に
つ
い
て
は
、
「
総
選
挙
」
で
は
、
多
数
確
保
の
与
党
に
対
照
的
に
存
在
す
る
野
党
の
存
在
と
責
任
は
見
え
て
こ
な
い
。

「
参
院
選
挙
」
で
は
、
社
民
と
共
産
と
い
う
事
実
h
ミ
ニ
政
党
と
な
っ
た
政
党
と
与
党
と
の
接
触
で
あ
り
、
「
野
党
第
一
党
」
が
登
場
し

て

い

な
い
。
野
党
の
衰
退
も
こ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

W
　
結
論
と
課
題

　
二
〇
〇
〇

年
六
月
と
二
〇
〇
一
年
ヒ
月
に
行
わ
れ
た
、
第
四
二
回
衆
議
院
選
挙
二
総
選
挙
ご
と
第
一
九
回
参
議
院
選
挙
（
「
参
院
選

挙
」
）
が
そ
れ
ぞ
れ
時
の
政
権
（
第
一
次
森
喜
朗
内
閣
、
小
泉
純
一
郎
内
閣
）
の
ど
の
よ
う
な
属
性
を
反
映
し
て
い
る
の
か
を
、
当
該
時

期
に
掲
載
さ
れ
た
「
政
治
漫
画
」
を
も
と
に
し
て
、
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。

　
第
一
次
森
喜
朗
内
閣
と
「
総
選
挙
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
森
首
相
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
に
関
連
す
る
も
の
が
多
く
、
特
に

「
神
の
国
」
「
国
体
」
「
無
党
派
層
は
寝
て
い
て
」
な
ど
の
発
言
が
「
失
言
」
と
し
て
認
識
さ
れ
、
自
民
党
候
補
者
か
ら
「
疎
外
」
さ
れ
る

と
い
う
点
に
集
約
さ
れ
て
い
た
。
地
元
紙
で
あ
る
「
北
國
新
聞
」
は
、
こ
う
し
た
「
疎
外
感
」
を
払
拭
し
よ
う
と
バ
ラ
ン
ス
の
維
持
に

努
め
て
い
た
。

　
小

泉
純
一
郎
内
閣
と
「
参
院
選
挙
」
と
の
関
連
で
は
、
「
政
治
漫
画
」
は
彼
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
基
づ
い
た
「
人
気
」
が
「
改
革
」

シ

ン

ボ

ル

と
連
動
し
て
生
ず
る
影
響
に
つ
い
て
の
言
及
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
。
地
元
紙
で
あ
る
「
神
奈
川
新
聞
」
は
、
森
首
相
と
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「
北

國
新
聞
」
と
の
関
係
と
ほ
ぼ
同
様
の
関
係
が
み
ら
れ
た
。

　
二

つ
の

選

挙
を
通
し
た
、
森
内
閣
と
小
泉
内
閣
と
の
比
較
で
は
、
人
気
に
関
わ
ら
ず
首
相
の
登
場
数
に
は
差
は
な
い
、
野
党
の
影
響

力
の
衰
退
が
一
5
1
対
照
的
な
印
象
を
両
内
閣
に
与
え
た
、
と
い
う
点
が
明
確
に
な
っ
た
。

　

こ
こ
で
「
政
治
漫
画
」
の
も
つ
問
題
点
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。
同
一
派
閥
か
ら
連
続
し
て
輩
出
さ
れ
た
首
相
が
、
一
見
対
照
的
な

イ
メ
ー
ジ
を
発
し
た
こ
と
に
メ
デ
ィ
ア
が
少
な
か
ら
ず
関
わ
っ
て
い
る
。
世
論
調
査
に
お
け
る
内
閣
支
持
率
が
あ
た
か
も
ゼ
ロ
サ
ム
の

よ
う
な
数
値
を
打
ち
出
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
選
挙
結
果
は
　
　
大
勝
、
辛
勝
と
い
う
差
は
あ
る
に
せ
よ
　
　
与
党
の
勝
利
に

終

わ
り
、
両
政
権
は
維
持
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
内
閣
の
正
当
性
は
確
認
さ
れ
た
。
特
に
小
泉
首
相
の
「
描
写
」
に
お
い
て
、
「
政
治
漫

画
」
は
そ
の
本
来
の
機
能
の
半
分
も
作
用
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
と
き
「
政
治
批
判
」
の
対
象
は
「
政
治
漫
画
」
で
は
誰

で

あ
っ
た
の
か
が
曖
昧
で
あ
っ
た
。
「
改
革
」
シ
ン
ボ
ル
の
提
示
に
よ
っ
て
、
与
党
内
部
に
も
攻
撃
対
象
が
設
定
さ
れ
た
と
き
権
力
関
係

が

「
多
．
兀
化
」
し
た
た
め
、
与
党
‖
体
制
1
1
批
判
と
い
う
「
白
黒
は
っ
き
り
さ
せ
る
」
大
衆
社
会
論
的
二
分
法
し
か
な
い
、
「
政
治
漫
画
」

で

は
対
応
で
き
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
で
は
、
世
論
調
査
に
表
わ
れ
た
「
何
と
な
く
期
待
で
き
る
か
ら
」
と
い
う
国
民
の
漠
然
と
し
た
小

泉
首
相
イ
メ
ー
ジ
の
み
に
追
従
し
、
小
泉
首
相
の
提
示
す
る
「
改
革
」
シ
ン
ボ
ル
に
全
面
的
に
賛
同
す
る
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
「
政
治
漫
画
」
が
自
ら
の
わ
か
り
や
す
さ
の
み
に
焦
点
を
あ
て
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
本
来
「
政
治
漫
画
」
に
は
「
是
々

非
々
」
の
姿
勢
が
内
包
さ
れ
て
い
た
。
権
力
を
も
つ
人
々
を
風
刺
し
、
「
笑
う
」
こ
と
に
よ
っ
て
政
治
批
判
を
お
こ
な
い
、
読
み
手
で
あ

る
一
般
の
人
々
の
視
座
を
代
弁
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
笑
い
」
を
通
じ
て
そ
の
主
体
み
ず
か
ら
を
も
「
笑
う
」
自
己
批
判
、
自
己
対
象

化

の

役

割
を
含
ん
で
い
る
。
政
治
家
へ
の
笑
い
が
メ
デ
ィ
ア
な
い
し
読
み
手
自
体
に
伝
わ
っ
て
こ
な
い
と
い
け
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ

に

よ
っ
て
、
「
多
．
兀
化
」
の
呪
縛
か
ら
人
々
を
解
き
放
つ
「
脱
構
築
」
が
行
わ
れ
る
。
で
は
、
ど
う
し
た
ら
そ
れ
が
可
能
に
な
る
か
。
ひ

と
つ
に
は
、
「
社
会
の
木
鐸
」
と
し
て
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
役
割
の
再
構
築
　
　
大
衆
迎
合
で
も
乖
離
で
も
な
い
　
　
を
め
ざ

す

こ
と
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
「
国
民
」
「
市
民
」
「
庶
民
」
の
神
格
化
を
や
め
、
「
政
治
漫
画
」
に
お
い
て
批
判
の
対
象
と
す
べ
き
こ
と
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が

あ
げ
ら
れ
よ
う
。
「
政
治
漫
画
」
分
析
に
も
、
よ
り
精
密
な
分
析
が
求
め
ら
れ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
「
笑
い
」
の
客
観
的
分
析

手
法
を
考
察
す
る
必
要
が
「
政
治
漫
画
」
分
析
に
は
求
め
ら
れ
る
。
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